
昭
和
三
十
七
年
総
理
府
令
第
五
十
二
号

災
害
対
策
基
本
法
施
行
規
則

災
害
対
策
基
本
法
を
実
施
す
る
た
め
、
並
び
に
災
害
対
策
基
本
法
施
行
令
の
規
定
に
基
づ
き
、
災
害
対
策
基
本
法

施
行
規
則
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

（
地
区
居
住
者
等
に
よ
る
提
案
）

第
一
条
　
災
害
対
策
基
本
法
（
昭
和
三
十
六
年
法
律
第
二
百
二
十
三
号
。
以
下
「
法
」
と
い
う
。
）
第
四
十
二
条
の

二
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
共
同
し
て
計
画
提
案
を
行
お
う
と
す
る
者
は
、
そ
の
全
員
の
氏
名
及
び
住
所
（
法
人
に

あ
つ
て
は
、
そ
の
名
称
及
び
主
た
る
事
務
所
の
所
在
地
）
を
記
載
し
た
提
案
書
に
次
に
掲
げ
る
図
書
を
添
え
て
、

こ
れ
ら
を
市
町
村
防
災
会
議
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
　
地
区
防
災
計
画
の
素
案

二
　
計
画
提
案
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
者
で
あ
る
こ
と
を
証
す
る
書
類

（
防
災
訓
練
の
た
め
の
交
通
の
禁
止
又
は
制
限
に
係
る
標
示
の
様
式
等
）

第
一
条
の
二
　
災
害
対
策
基
本
法
施
行
令
（
昭
和
三
十
七
年
政
令
第
二
百
八
十
八
号
。
以
下
「
令
」
と
い
う
。
）
第

二
十
条
の
二
第
一
項
の
標
示
の
様
式
は
、
別
記
様
式
第
一
の
と
お
り
と
す
る
。

２
　
令
第
二
十
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
標
示
を
設
置
す
る
場
所
は
、
歩
行
者
又
は
車
両
の
道
路
に
お
け
る
通

行
を
禁
止
し
、
又
は
制
限
し
よ
う
と
す
る
区
域
又
は
道
路
の
区
間
の
前
面
及
び
そ
の
区
域
又
は
道
路
の
区
間
内
の

必
要
な
地
点
に
お
け
る
道
路
の
中
央
又
は
左
側
の
路
端
（
歩
道
と
車
道
の
区
別
の
あ
る
道
路
に
あ
つ
て
は
、
歩
道

の
車
道
側
）
と
す
る
。

（
令
第
二
十
条
の
三
第
一
号
の
内
閣
府
令
で
定
め
る
基
準
）

第
一
条
の
三
　
令
第
二
十
条
の
三
第
一
号
の
内
閣
府
令
で
定
め
る
基
準
は
、
居
住
者
、
滞
在
者
そ
の
他
の
者
（
第
一

条
の
八
第
二
号
に
お
い
て
「
居
住
者
等
」
と
い
う
。
）
の
受
入
れ
の
用
に
供
す
べ
き
屋
上
そ
の
他
の
部
分
（
安
全

区
域
（
令
第
二
十
条
の
三
第
二
号
に
規
定
す
る
安
全
区
域
を
い
う
。
）
外
に
あ
る
同
号
ロ
に
規
定
す
る
施
設
で
あ

る
指
定
緊
急
避
難
場
所
に
あ
つ
て
は
、
当
該
部
分
及
び
当
該
部
分
ま
で
の
避
難
上
有
効
な
階
段
そ
の
他
の
経
路
）

に
つ
い
て
、
物
品
の
設
置
又
は
地
震
に
よ
る
落
下
、
転
倒
若
し
く
は
移
動
そ
の
他
の
事
由
に
よ
り
避
難
上
の
支
障

を
生
じ
さ
せ
な
い
も
の
で
あ
る
こ
と
と
す
る
。

（
令
第
二
十
条
の
三
第
二
号
イ
の
内
閣
府
令
で
定
め
る
技
術
的
基
準
）

第
一
条
の
四
　
令
第
二
十
条
の
三
第
二
号
イ
の
内
閣
府
令
で
定
め
る
技
術
的
基
準
は
、
当
該
異
常
な
現
象
に
よ
り
生

ず
る
水
圧
、
波
力
、
振
動
、
衝
撃
そ
の
他
の
予
想
さ
れ
る
事
由
に
よ
り
当
該
施
設
に
作
用
す
る
力
に
よ
つ
て
損

壊
、
転
倒
、
滑
動
又
は
沈
下
そ
の
他
構
造
耐
力
上
支
障
の
あ
る
事
態
を
生
じ
な
い
構
造
の
も
の
で
あ
る
こ
と
（
当

該
異
常
な
現
象
が
津
波
で
あ
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
次
条
に
規
定
す
る
技
術
的
基
準
に
適
合
す
る
も
の
で
あ
る
こ

と
を
含
む
。
）
と
す
る
。

（
令
第
二
十
条
の
三
第
三
号
イ
の
内
閣
府
令
で
定
め
る
技
術
的
基
準
）

第
一
条
の
五
　
令
第
二
十
条
の
三
第
三
号
イ
の
内
閣
府
令
で
定
め
る
技
術
的
基
準
は
、
地
震
に
対
す
る
安
全
性
に
係

る
建
築
基
準
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
一
号
）
並
び
に
こ
れ
に
基
づ
く
命
令
及
び
条
例
の
規
定
に
適
合
す

る
も
の
で
あ
る
こ
と
と
す
る
。

（
令
第
二
十
条
の
四
の
内
閣
府
令
で
定
め
る
異
常
な
現
象
の
種
類
）

第
一
条
の
六
　
令
第
二
十
条
の
四
の
内
閣
府
令
で
定
め
る
異
常
な
現
象
の
種
類
は
、
一
時
的
に
大
量
の
降
雨
が
生
じ

た
場
合
に
お
い
て
下
水
道
そ
の
他
の
排
水
施
設
又
は
河
川
そ
の
他
の
公
共
の
水
域
に
当
該
雨
水
を
排
水
で
き
な
い

こ
と
に
よ
る
浸
水
及
び
火
砕
流
、
溶
岩
流
、
噴
石
そ
の
他
噴
火
に
伴
い
発
生
す
る
火
山
現
象
と
す
る
。

（
変
更
の
届
出
）

第
一
条
の
七
　
法
第
四
十
九
条
の
五
（
法
第
四
十
九
条
の
七
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定

に
よ
る
変
更
の
届
出
は
、
当
該
変
更
の
内
容
を
記
載
し
た
届
出
書
を
提
出
し
て
行
う
も
の
と
す
る
。

（
指
定
避
難
所
の
公
示
）

第
一
条
の
七
の
二
　
法
第
四
十
九
条
の
七
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
準
用
す
る
法
第
四
十
九
条
の
四
第
三
項
の
規
定
に

よ
り
令
第
二
十
条
の
六
第
一
号
か
ら
第
四
号
ま
で
に
定
め
る
基
準
に
適
合
す
る
指
定
避
難
所
（
同
条
第
一
号
か
ら

第
五
号
ま
で
に
定
め
る
基
準
に
適
合
す
る
も
の
を
除
く
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
指
定
一
般
避
難
所
」
と
い

う
。
）
を
指
定
し
た
と
き
は
、
当
該
指
定
一
般
避
難
所
の
名
称
及
び
所
在
地
そ
の
他
市
町
村
長
が
必
要
と
認
め
る

事
項
を
公
示
す
る
も
の
と
す
る
。

２
　
前
項
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
法
第
四
十
九
条
の
七
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
準
用
す
る
法
第
四
十
九
条
の
四
第

三
項
の
規
定
に
よ
り
令
第
二
十
条
の
六
第
一
号
か
ら
第
五
号
ま
で
に
定
め
る
基
準
に
適
合
す
る
指
定
避
難
所
（
以

下
こ
の
項
に
お
い
て
「
指
定
福
祉
避
難
所
」
と
い
う
。
）
を
指
定
し
た
と
き
は
、
当
該
指
定
福
祉
避
難
所
の
名
称
、

所
在
地
及
び
当
該
指
定
福
祉
避
難
所
に
受
け
入
れ
る
被
災
者
等
を
特
定
す
る
場
合
に
は
そ
の
旨
そ
の
他
市
町
村
長

が
必
要
と
認
め
る
事
項
を
公
示
す
る
も
の
と
す
る
。

（
災
害
に
関
す
る
情
報
の
伝
達
方
法
等
を
居
住
者
等
に
周
知
さ
せ
る
た
め
の
必
要
な
措
置
）

第
一
条
の
八
　
法
第
四
十
九
条
の
九
の
居
住
者
等
に
周
知
さ
せ
る
た
め
の
必
要
な
措
置
は
、
次
に
掲
げ
る
も
の
と
す

る
。

一
　
異
常
な
現
象
が
発
生
し
た
場
合
に
お
い
て
人
の
生
命
又
は
身
体
に
危
険
が
及
ぶ
お
そ
れ
が
あ
る
と
認
め
ら
れ

る
土
地
の
区
域
を
表
示
し
た
図
面
に
法
第
四
十
九
条
の
九
に
規
定
す
る
事
項
を
記
載
し
た
も
の
（
電
子
的
方

式
、
磁
気
的
方
式
そ
の
他
人
の
知
覚
に
よ
つ
て
は
認
識
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
方
式
で
作
ら
れ
る
記
録
を
含

む
。
）
を
、
印
刷
物
の
配
布
そ
の
他
の
適
切
な
方
法
に
よ
り
、
各
世
帯
に
提
供
す
る
こ
と
。

二
　
前
号
の
図
面
に
表
示
し
た
事
項
及
び
記
載
し
た
事
項
に
掲
げ
る
情
報
を
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
利
用
そ
の
他

の
適
切
な
方
法
に
よ
り
、
居
住
者
等
が
そ
の
提
供
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
状
態
に
置
く
こ
と
。

（
令
第
二
十
条
の
六
の
内
閣
府
令
で
定
め
る
基
準
）

第
一
条
の
九
　
令
第
二
十
条
の
六
の
内
閣
府
令
で
定
め
る
基
準
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

一
　
高
齢
者
、
障
害
者
、
乳
幼
児
そ
の
他
の
特
に
配
慮
を
要
す
る
者
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
要
配
慮
者
」
と

い
う
。
）
の
円
滑
な
利
用
を
確
保
す
る
た
め
の
措
置
が
講
じ
ら
れ
て
い
る
こ
と
。

二
　
災
害
が
発
生
し
た
場
合
に
お
い
て
要
配
慮
者
が
相
談
し
、
又
は
助
言
そ
の
他
の
支
援
を
受
け
る
こ
と
が
で
き

る
体
制
が
整
備
さ
れ
る
こ
と
。

三
　
災
害
が
発
生
し
た
場
合
に
お
い
て
主
と
し
て
要
配
慮
者
を
滞
在
さ
せ
る
た
め
に
必
要
な
居
室
が
可
能
な
限
り

確
保
さ
れ
る
こ
と
。

（
被
害
状
況
等
の
報
告
）

第
二
条
　
令
第
二
十
一
条
の
規
定
に
よ
る
災
害
の
状
況
及
び
こ
れ
に
対
し
て
と
ら
れ
た
措
置
の
概
要
の
報
告
は
、
災

害
の
発
生
及
び
そ
の
経
過
に
応
じ
て
逐
次
行
う
も
の
と
し
、
当
該
災
害
に
対
す
る
応
急
措
置
が
完
了
し
た
後
二
十

日
以
内
に
最
終
の
報
告
を
行
う
も
の
と
す
る
。

２
　
令
第
二
十
一
条
第
四
号
に
規
定
す
る
被
害
の
程
度
に
関
す
る
報
告
は
、
法
第
五
十
三
条
第
一
項
及
び
第
二
項
の

規
定
に
よ
り
市
町
村
及
び
都
道
府
県
が
行
う
も
の
に
あ
つ
て
は
別
表
第
一
に
掲
げ
る
事
項
に
つ
い
て
、
同
条
第
三

項
の
規
定
に
よ
り
指
定
公
共
機
関
の
代
表
者
が
行
う
も
の
に
あ
つ
て
は
被
害
の
概
算
額
に
つ
い
て
、
同
条
第
四
項

の
規
定
に
よ
り
指
定
行
政
機
関
の
長
が
行
う
も
の
に
あ
つ
て
は
別
表
第
二
に
掲
げ
る
事
項
の
う
ち
そ
の
所
掌
事
務

に
係
る
も
の
に
つ
い
て
行
う
も
の
と
す
る
。

（
令
第
二
十
三
条
の
内
閣
府
令
で
定
め
る
管
区
海
上
保
安
本
部
の
事
務
所
）

第
二
条
の
二
　
令
第
二
十
三
条
の
管
区
海
上
保
安
本
部
の
事
務
所
は
、
海
上
保
安
監
部
、
海
上
保
安
部
、
海
上
保
安

航
空
基
地
及
び
海
上
保
安
署
と
す
る
。

（
法
第
六
十
一
条
の
四
第
四
項
の
内
閣
府
令
で
定
め
る
者
等
）

第
二
条
の
三
　
法
第
六
十
一
条
の
四
第
四
項
の
内
閣
府
令
で
定
め
る
者
は
、
同
項
の
要
避
難
者
を
受
け
入
れ
る
べ
き

避
難
場
所
を
管
理
す
る
者
並
び
に
関
係
指
定
地
方
行
政
機
関
の
長
、
関
係
指
定
公
共
機
関
及
び
関
係
指
定
地
方
公

共
機
関
、
関
係
公
共
的
団
体
そ
の
他
同
項
の
協
議
先
市
町
村
長
が
必
要
と
認
め
る
者
と
す
る
。

２
　
法
第
六
十
一
条
の
四
第
六
項
の
内
閣
府
令
で
定
め
る
者
は
、
同
項
の
協
議
元
市
町
村
長
の
統
轄
す
る
市
町
村
の

区
域
に
お
い
て
協
議
元
市
町
村
長
が
同
項
の
通
知
を
受
け
た
時
に
現
に
要
避
難
者
を
受
け
入
れ
て
い
る
避
難
場
所

を
管
理
す
る
者
並
び
に
関
係
指
定
地
方
行
政
機
関
の
長
、
関
係
指
定
公
共
機
関
及
び
関
係
指
定
地
方
公
共
機
関
、

関
係
公
共
的
団
体
そ
の
他
協
議
元
市
町
村
長
が
必
要
と
認
め
る
者
と
す
る
。

３
　
第
一
項
の
規
定
は
、
法
第
六
十
一
条
の
五
第
六
項
及
び
第
六
十
一
条
の
六
第
五
項
の
内
閣
府
令
で
定
め
る
者
に

つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
一
項
中
「
協
議
先
市
町
村
長
」
と
あ
る
の
は
、
「
都
道
府
県
外
協

議
先
市
町
村
長
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

４
　
第
二
項
の
規
定
は
、
法
第
六
十
一
条
の
五
第
十
項
及
び
第
六
十
一
条
の
六
第
七
項
の
内
閣
府
令
で
定
め
る
者
に

つ
い
て
準
用
す
る
。
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（
令
第
二
十
四
条
の
内
閣
府
令
で
定
め
る
管
区
海
上
保
安
本
部
の
事
務
所
）

第
二
条
の
四
　
令
第
二
十
四
条
の
管
区
海
上
保
安
本
部
の
事
務
所
は
、
海
上
保
安
監
部
、
海
上
保
安
部
、
海
上
保
安

航
空
基
地
又
は
海
上
保
安
署
と
す
る
。

（
令
第
二
十
四
条
の
内
閣
府
令
で
定
め
る
部
隊
等
の
長
）

第
三
条
　
令
第
二
十
四
条
の
自
衛
隊
法
（
昭
和
二
十
九
年
法
律
第
百
六
十
五
号
）
第
八
条
に
規
定
す
る
部
隊
等
の
長

は
、
次
に
掲
げ
る
者
と
す
る
。

一
　
方
面
総
監

二
　
師
団
長

三
　
旅
団
長

四
　
駐
屯
地
司
令
の
職
に
あ
る
自
衛
隊
法
第
八
条
に
規
定
す
る
部
隊
等
（
第
十
二
号
に
お
い
て
「
部
隊
等
」
と
い

う
。
）
の
長

五
　
航
空
群
司
令
（
航
空
方
面
隊
司
令
部
の
所
在
地
に
所
在
す
る
航
空
群
の
長
を
除
く
。
）

六
　
地
方
総
監

七
　
基
地
隊
司
令

八
　
航
空
隊
司
令
（
航
空
群
司
令
部
又
は
地
方
総
監
部
の
所
在
地
に
所
在
す
る
航
空
隊
の
長
を
除
く
。
）

九
　
教
育
航
空
群
司
令

十
　
航
空
総
隊
司
令
官

十
一
　
航
空
方
面
隊
司
令
官

十
二
　
基
地
司
令
の
職
に
あ
る
部
隊
等
の
長
（
駐
屯
地
の
所
在
地
に
所
在
す
る
基
地
又
は
航
空
総
隊
司
令
部
若
し

く
は
航
空
方
面
隊
司
令
部
の
所
在
す
る
基
地
の
基
地
司
令
の
職
に
あ
る
部
隊
等
の
長
を
除
く
。
）

（
法
第
六
十
四
条
第
九
項
の
内
閣
府
令
で
定
め
る
部
隊
等
の
長
）

第
四
条
　
法
第
六
十
四
条
第
九
項
の
自
衛
隊
法
第
八
条
に
規
定
す
る
部
隊
等
の
長
は
、
前
条
各
号
に
掲
げ
る
者
の
う

ち
、
そ
の
勤
務
官
署
が
法
第
六
十
四
条
第
八
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
条
第
二
項
前
段
の
規
定
に
よ
り
除
去
さ
れ

た
同
項
に
規
定
す
る
工
作
物
等
が
設
置
さ
れ
て
い
た
場
所
の
直
近
に
あ
る
も
の
と
す
る
。

（
災
害
時
に
お
け
る
交
通
の
規
制
に
係
る
標
示
の
様
式
等
）

第
五
条
　
令
第
三
十
二
条
第
一
項
の
標
示
の
様
式
は
、
別
記
様
式
第
二
の
と
お
り
と
す
る
。

２
　
令
第
三
十
二
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
標
示
を
設
置
す
る
場
所
は
、
緊
急
通
行
車
両
以
外
の
車
両
の
道
路
に
お

け
る
通
行
を
禁
止
し
、
又
は
制
限
し
よ
う
と
す
る
区
域
又
は
道
路
の
区
間
の
前
面
及
び
そ
の
区
域
又
は
道
路
の
区

間
内
の
必
要
な
地
点
に
お
け
る
道
路
の
中
央
又
は
左
側
の
路
端
（
歩
道
と
車
道
の
区
別
の
あ
る
道
路
に
あ
つ
て

は
、
歩
道
の
車
道
側
）
と
す
る
。

（
緊
急
通
行
車
両
に
つ
い
て
の
確
認
に
係
る
申
出
の
手
続
）

第
六
条
　
令
第
三
十
三
条
第
一
項
又
は
第
二
項
の
申
出
は
、
別
記
様
式
第
三
の
申
出
書
を
提
出
し
て
行
う
も
の
と
す

る
。

２
　
前
項
の
申
出
書
に
は
、
次
に
掲
げ
る
書
類
を
添
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
や
む
を
得
な
い
事
由
が

あ
る
と
き
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

一
　
申
出
に
係
る
車
両
の
自
動
車
検
査
証
（
道
路
運
送
車
両
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
百
八
十
五
号
）
第
六
十

条
第
一
項
の
自
動
車
検
査
証
を
い
う
。
）
又
は
軽
自
動
車
届
出
済
証
（
同
法
第
三
条
の
軽
自
動
車
の
使
用
者
が

同
法
第
九
十
七
条
の
三
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
届
け
出
た
こ
と
を
証
す
る
書
類
を
い
う
。
）
の
写
し

二
　
申
出
に
係
る
車
両
が
、
令
第
三
十
二
条
の
二
第
二
号
の
災
害
応
急
対
策
を
実
施
す
る
た
め
の
車
両
と
し
て
使

用
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
確
か
め
る
に
足
り
る
書
類

三
　
令
第
三
十
三
条
第
二
項
の
申
出
で
あ
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
当
該
申
出
に
係
る
車
両
が
、
法
第
五
十
条
第
二

項
の
規
定
に
よ
り
災
害
応
急
対
策
を
実
施
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
者
の
車
両
で
あ
る
こ
と
を
確
か
め
る
に
足
り

る
書
類

（
緊
急
通
行
車
両
に
つ
い
て
の
確
認
に
係
る
標
章
の
様
式
等
）

第
六
条
の
二
　
令
第
三
十
三
条
第
三
項
の
標
章
（
次
条
に
お
い
て
「
標
章
」
と
い
う
。
）
の
様
式
は
、
別
記
様
式
第

四
の
と
お
り
と
す
る
。

２
　
令
第
三
十
三
条
第
三
項
の
証
明
書
（
次
条
に
お
い
て
「
証
明
書
」
と
い
う
。
）
の
様
式
は
、
別
記
様
式
第
五
の

と
お
り
と
す
る
。

（
標
章
等
の
記
載
事
項
の
変
更
の
届
出
）

第
六
条
の
三
　
標
章
及
び
証
明
書
（
以
下
こ
の
条
、
次
条
及
び
第
六
条
の
五
に
お
い
て
「
標
章
等
」
と
い
う
。
）
の

交
付
を
受
け
た
車
両
の
使
用
者
は
、
当
該
標
章
等
の
記
載
事
項
に
変
更
を
生
じ
た
と
き
は
、
速
や
か
に
そ
の
旨
を

交
付
を
受
け
た
都
道
府
県
知
事
又
は
都
道
府
県
公
安
委
員
会
（
以
下
「
公
安
委
員
会
」
と
い
う
。
）
に
届
け
出
て
、

標
章
等
の
書
換
え
交
付
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２
　
前
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
は
、
別
記
様
式
第
六
の
届
出
書
及
び
変
更
し
た
事
項
を
確
か
め
る
に
足
り
る
書
類
を

提
出
し
て
行
う
も
の
と
す
る
。

（
標
章
等
の
再
交
付
の
申
出
）

第
六
条
の
四
　
標
章
等
の
交
付
を
受
け
た
車
両
の
使
用
者
は
、
当
該
標
章
等
を
亡
失
し
、
滅
失
し
、
汚
損
し
、
又
は

破
損
し
た
と
き
は
、
速
や
か
に
そ
の
旨
を
交
付
を
受
け
た
都
道
府
県
知
事
又
は
公
安
委
員
会
に
申
し
出
て
、
標
章

等
の
再
交
付
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２
　
前
項
の
規
定
に
よ
る
申
出
は
、
別
記
様
式
第
七
の
申
出
書
を
提
出
し
て
行
う
も
の
と
す
る
。

（
標
章
等
の
返
納
）

第
六
条
の
五
　
標
章
等
の
交
付
を
受
け
た
車
両
の
使
用
者
は
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
こ
と
と
な
つ
た

と
き
は
、
速
や
か
に
、
当
該
標
章
等
（
第
三
号
の
場
合
に
あ
つ
て
は
、
発
見
し
、
又
は
回
復
し
た
標
章
等
）
を
交

付
を
受
け
た
都
道
府
県
知
事
又
は
公
安
委
員
会
に
返
納
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
　
当
該
車
両
が
災
害
応
急
対
策
を
実
施
す
る
た
め
の
車
両
と
し
て
使
用
さ
れ
る
も
の
で
な
く
な
つ
た
と
き
。

二
　
標
章
等
の
有
効
期
限
が
到
来
し
た
と
き
。

三
　
標
章
等
の
再
交
付
を
受
け
た
場
合
に
お
い
て
、
亡
失
し
た
標
章
等
を
発
見
し
、
又
は
回
復
し
た
と
き
。

（
公
用
令
書
等
の
様
式
）

第
七
条
　
令
第
三
十
四
条
第
二
項
の
公
用
令
書
、
公
用
変
更
令
書
及
び
公
用
取
消
令
書
の
様
式
は
、
そ
れ
ぞ
れ
別
記

様
式
第
八
か
ら
別
記
様
式
第
十
ま
で
、
別
記
様
式
第
十
一
及
び
別
記
様
式
第
十
二
の
と
お
り
と
す
る
。

（
身
分
を
示
す
証
票
）

第
八
条
　
法
第
八
十
三
条
第
二
項
に
規
定
す
る
身
分
を
示
す
証
票
は
、
そ
の
職
員
の
所
属
す
る
都
道
府
県
若
し
く
は

市
町
村
又
は
指
定
行
政
機
関
若
し
く
は
指
定
地
方
行
政
機
関
に
お
い
て
発
行
す
る
身
分
証
明
書
と
す
る
。

（
法
第
八
十
六
条
の
八
第
四
項
の
内
閣
府
令
で
定
め
る
者
等
）

第
八
条
の
二
　
法
第
八
十
六
条
の
八
第
四
項
の
内
閣
府
令
で
定
め
る
者
は
、
同
項
の
被
災
住
民
を
受
け
入
れ
る
べ
き

避
難
所
を
管
理
す
る
者
並
び
に
関
係
指
定
地
方
行
政
機
関
の
長
、
関
係
指
定
公
共
機
関
及
び
関
係
指
定
地
方
公
共

機
関
、
関
係
公
共
的
団
体
そ
の
他
同
項
の
協
議
先
市
町
村
長
が
必
要
と
認
め
る
者
と
す
る
。

２
　
法
第
八
十
六
条
の
八
第
六
項
の
内
閣
府
令
で
定
め
る
者
は
、
同
項
の
協
議
元
市
町
村
長
の
統
轄
す
る
市
町
村
の

区
域
に
お
い
て
協
議
元
市
町
村
長
が
同
項
の
通
知
を
受
け
た
時
に
現
に
被
災
住
民
を
受
け
入
れ
て
い
る
避
難
所
を

管
理
す
る
者
並
び
に
関
係
指
定
地
方
行
政
機
関
の
長
、
関
係
指
定
公
共
機
関
及
び
関
係
指
定
地
方
公
共
機
関
、
関

係
公
共
的
団
体
そ
の
他
協
議
元
市
町
村
長
が
必
要
と
認
め
る
者
と
す
る
。

３
　
第
一
項
の
規
定
は
、
法
第
八
十
六
条
の
九
第
六
項
の
内
閣
府
令
で
定
め
る
者
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合

に
お
い
て
、
第
一
項
中
「
協
議
先
市
町
村
長
」
と
あ
る
の
は
、
「
都
道
府
県
外
協
議
先
市
町
村
長
」
と
読
み
替
え

る
も
の
と
す
る
。

４
　
第
二
項
の
規
定
は
、
法
第
八
十
六
条
の
九
第
十
項
の
内
閣
府
令
で
定
め
る
者
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合

に
お
い
て
、
第
二
項
中
「
協
議
元
市
町
村
長
」
と
あ
る
の
は
、
「
都
道
府
県
外
協
議
元
市
町
村
長
」
と
読
み
替
え

る
も
の
と
す
る
。

５
　
法
第
八
十
六
条
の
十
一
後
段
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
す
る
法
第
八
十
六
条
の
九
第
九
項
の
内
閣
府
令

で
定
め
る
者
は
、
法
第
八
十
六
条
の
十
一
前
段
の
災
害
の
発
生
に
よ
り
そ
の
全
部
又
は
大
部
分
の
事
務
を
行
う
こ

と
が
で
き
な
く
な
つ
た
市
町
村
の
市
町
村
長
及
び
当
該
市
町
村
の
区
域
に
お
い
て
同
条
後
段
の
規
定
に
よ
り
読
み

替
え
て
適
用
す
る
法
第
八
十
六
条
の
九
第
九
項
の
協
議
元
都
道
府
県
知
事
が
同
項
の
通
知
を
受
け
た
時
に
現
に
被

災
住
民
を
受
け
入
れ
て
い
る
避
難
所
を
管
理
す
る
者
並
び
に
関
係
指
定
地
方
行
政
機
関
の
長
、
関
係
指
定
公
共
機

関
及
び
関
係
指
定
地
方
公
共
機
関
、
関
係
公
共
的
団
体
そ
の
他
協
議
元
都
道
府
県
知
事
が
必
要
と
認
め
る
者
と
す

る
。
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（
安
否
情
報
の
提
供
等
）

第
八
条
の
三
　
法
第
八
十
六
条
の
十
五
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
安
否
情
報
に
つ
い
て
照
会
を
し
よ
う
と
す
る
者
（
以

下
こ
の
条
に
お
い
て
「
照
会
者
」
と
い
う
。
）
は
、
都
道
府
県
知
事
又
は
市
町
村
長
に
対
し
、
次
の
各
号
に
掲
げ

る
事
項
を
明
ら
か
に
し
て
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
　
照
会
者
の
氏
名
、
住
所
（
法
人
そ
の
他
の
団
体
に
あ
つ
て
は
そ
の
名
称
、
代
表
者
の
氏
名
及
び
主
た
る
事
務

所
の
所
在
地
）
そ
の
他
の
照
会
者
を
特
定
す
る
た
め
に
必
要
な
事
項

二
　
照
会
に
係
る
被
災
者
の
氏
名
、
住
所
又
は
居
所
、
生
年
月
日
及
び
性
別

三
　
照
会
を
す
る
理
由

２
　
照
会
者
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
り
明
ら
か
に
し
た
同
項
第
一
号
に
掲
げ
る
事
項
が
記
載
さ
れ
て
い
る
運
転
免
許

証
、
健
康
保
険
の
被
保
険
者
証
、
行
政
手
続
に
お
け
る
特
定
の
個
人
を
識
別
す
る
た
め
の
番
号
の
利
用
等
に
関
す

る
法
律
（
平
成
二
十
五
年
法
律
第
二
十
七
号
）
第
二
条
第
七
項
に
規
定
す
る
個
人
番
号
カ
ー
ド
、
出
入
国
管
理
及

び
難
民
認
定
法
（
昭
和
二
十
六
年
政
令
第
三
百
十
九
号
）
第
十
九
条
の
三
に
規
定
す
る
在
留
カ
ー
ド
、
日
本
国
と

の
平
和
条
約
に
基
づ
き
日
本
の
国
籍
を
離
脱
し
た
者
等
の
出
入
国
管
理
に
関
す
る
特
例
法
（
平
成
三
年
法
律
第
七

十
一
号
）
第
七
条
第
一
項
に
規
定
す
る
特
別
永
住
者
証
明
書
そ
の
他
法
律
又
は
こ
れ
に
基
づ
く
命
令
の
規
定
に
よ

り
交
付
さ
れ
た
書
類
で
あ
つ
て
当
該
照
会
者
が
本
人
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
に
足
り
る
も
の
を
提
示
し
、
又
は

提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
照
会
者
が
遠
隔
の
地
に
居
住
し
て
い
る
場
合
そ
の
他
こ
の
方
法
に
よ
る

こ
と
が
で
き
な
い
場
合
に
お
い
て
は
、
都
道
府
県
知
事
又
は
市
町
村
長
が
適
当
と
認
め
る
方
法
に
よ
る
こ
と
が
で

き
る
。

３
　
第
一
項
の
照
会
を
受
け
た
都
道
府
県
知
事
又
は
市
町
村
長
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
場
合
の
区
分
に
応
じ
て
、

当
該
各
号
に
定
め
る
情
報
を
提
供
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
し
、
当
該
照
会
が
不
当
な
目
的
に
よ
る
も
の
と
認

め
る
と
き
又
は
照
会
に
対
す
る
回
答
に
よ
り
知
り
得
た
事
項
が
不
当
な
目
的
に
使
用
さ
れ
る
お
そ
れ
が
あ
る
と
認

め
る
と
き
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

一
　
照
会
者
が
当
該
照
会
に
係
る
被
災
者
の
同
居
の
親
族
（
婚
姻
の
届
出
を
し
な
い
が
事
実
上
婚
姻
関
係
と
同
様

の
事
情
に
あ
る
者
そ
の
他
婚
姻
の
予
約
者
を
含
む
。
）
で
あ
る
場
合
　
照
会
に
係
る
被
災
者
の
居
所
、
負
傷
若

し
く
は
疾
病
の
状
況
又
は
連
絡
先
そ
の
他
安
否
の
確
認
に
必
要
と
認
め
ら
れ
る
情
報

二
　
照
会
者
が
当
該
照
会
に
係
る
被
災
者
の
親
族
（
前
号
に
掲
げ
る
者
を
除
く
。
）
又
は
職
場
の
関
係
者
そ
の
他

の
関
係
者
で
あ
る
場
合
　
照
会
に
係
る
被
災
者
の
負
傷
又
は
疾
病
の
状
況

三
　
照
会
者
が
当
該
照
会
に
係
る
被
災
者
の
知
人
そ
の
他
の
当
該
被
災
者
の
安
否
情
報
を
必
要
と
す
る
こ
と
が
相

当
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
者
で
あ
る
場
合
　
照
会
に
係
る
被
災
者
に
つ
い
て
保
有
し
て
い
る
安
否
情
報
の
有
無

４
　
前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
第
一
項
の
照
会
を
受
け
た
都
道
府
県
知
事
又
は
市
町
村
長
は
、
当
該
照
会
に
係

る
被
災
者
が
照
会
に
際
し
そ
の
提
供
に
つ
い
て
同
意
を
し
て
い
る
安
否
情
報
に
つ
い
て
は
、
そ
の
同
意
の
範
囲
内

で
、
又
は
公
益
上
特
に
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
必
要
と
認
め
る
限
度
に
お
い
て
、
当
該
被
災
者
に
係
る

安
否
情
報
を
提
供
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
被
災
者
台
帳
の
作
成
）

第
八
条
の
四
　
法
第
九
十
条
の
三
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
被
災
者
台
帳
の
作
成
は
、
被
災
者
生
活
再
建
支
援
法
（
平

成
十
年
法
律
第
六
十
六
号
）
第
四
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
市
町
村
長
が
行
う
こ
と
と
さ
れ
た
同
法
第
三
条
第
一

項
の
被
災
者
生
活
再
建
支
援
金
の
支
給
に
係
る
被
災
世
帯
主
か
ら
の
申
請
そ
の
他
の
市
町
村
長
に
対
し
て
行
わ
れ

る
手
続
に
よ
り
得
た
情
報
そ
の
他
の
情
報
に
基
づ
き
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

（
被
災
者
台
帳
に
記
載
又
は
記
録
す
る
事
項
）

第
八
条
の
五
　
法
第
九
十
条
の
三
第
二
項
第
八
号
の
内
閣
府
令
で
定
め
る
事
項
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
と
す
る
。

一
　
電
話
番
号
そ
の
他
の
連
絡
先

二
　
世
帯
の
構
成

三
　
罹
災
証
明
書
の
交
付
の
状
況

四
　
市
町
村
長
が
台
帳
情
報
を
当
該
市
町
村
以
外
の
者
に
提
供
す
る
こ
と
に
被
災
者
本
人
が
同
意
し
て
い
る
場
合

に
は
、
そ
の
提
供
先

五
　
前
号
に
定
め
る
提
供
先
に
台
帳
情
報
を
提
供
し
た
場
合
に
は
、
そ
の
旨
及
び
そ
の
日
時

六
　
被
災
者
台
帳
の
作
成
に
当
た
つ
て
行
政
手
続
に
お
け
る
特
定
の
個
人
を
識
別
す
る
た
め
の
番
号
の
利
用
等
に

関
す
る
法
律
（
平
成
二
十
五
年
法
律
第
二
十
七
号
）
第
二
条
第
五
項
に
規
定
す
る
個
人
番
号
を
利
用
す
る
場
合

に
は
、
当
該
被
災
者
に
係
る
個
人
番
号

七
　
前
各
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
被
災
者
の
援
護
の
実
施
に
関
し
市
町
村
長
が
必
要
と
認
め
る
事
項

（
台
帳
情
報
の
提
供
に
関
し
必
要
な
事
項
）

第
八
条
の
六
　
法
第
九
十
条
の
四
第
一
項
第
一
号
又
は
第
三
号
の
規
定
に
よ
り
台
帳
情
報
の
提
供
を
受
け
よ
う
と
す

る
者
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
申
請
者
」
と
い
う
。
）
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
申
請
書
を

当
該
台
帳
情
報
を
保
有
す
る
市
町
村
長
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
　
申
請
者
の
氏
名
及
び
住
所
又
は
居
所
（
法
人
そ
の
他
の
団
体
に
あ
つ
て
は
そ
の
名
称
、
代
表
者
の
氏
名
及
び

主
た
る
事
務
所
の
所
在
地
）

二
　
申
請
に
係
る
被
災
者
を
特
定
す
る
た
め
に
必
要
な
情
報

三
　
提
供
を
受
け
よ
う
と
す
る
台
帳
情
報
の
範
囲

四
　
提
供
を
受
け
よ
う
と
す
る
台
帳
情
報
に
申
請
者
以
外
の
者
に
係
る
も
の
が
含
ま
れ
る
場
合
に
は
、
そ
の
使
用

目
的

五
　
前
各
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
台
帳
情
報
の
提
供
に
関
し
市
町
村
長
が
必
要
と
認
め
る
事
項

２
　
市
町
村
長
は
、
前
項
の
申
請
が
あ
つ
た
場
合
に
お
い
て
、
当
該
申
請
が
不
当
な
目
的
に
よ
る
も
の
と
認
め
る
と

き
又
は
申
請
者
が
台
帳
情
報
の
提
供
を
受
け
る
こ
と
に
よ
り
知
り
得
た
情
報
が
不
当
な
目
的
に
使
用
さ
れ
る
お
そ

れ
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
を
除
き
、
申
請
者
に
対
し
、
当
該
申
請
に
係
る
台
帳
情
報
（
た
だ
し
、
前
条
第
六
号
に

掲
げ
る
事
項
を
除
く
。
）
を
提
供
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

３
　
法
第
九
十
条
の
四
第
一
項
（
第
一
号
又
は
第
三
号
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
の
規
定
に
よ
り
市
町
村
長
が
提
供

す
る
台
帳
情
報
に
は
、
前
条
第
六
号
に
掲
げ
る
事
項
を
含
ま
な
い
も
の
と
す
る
。

（
防
災
会
議
へ
の
報
告
の
様
式
）

第
九
条
　
令
第
三
十
七
条
に
規
定
す
る
災
害
復
旧
事
業
費
の
概
要
及
び
災
害
復
旧
事
業
の
実
施
に
関
す
る
基
準
の
概

要
の
報
告
の
様
式
は
、
別
記
様
式
第
十
三
及
び
別
記
様
式
第
十
四
の
と
お
り
と
す
る
。

附
　
則

こ
の
府
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
三
八
年
七
月
一
二
日
総
理
府
令
第
三
七
号
）
　
抄

１
　
こ
の
府
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
七
年
八
月
二
五
日
総
理
府
令
第
三
九
号
）

こ
の
府
令
は
、
災
害
対
策
基
本
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
七
年
法
律
第
百
十
号
）
の
施
行
の
日
（
平

成
七
年
九
月
一
日
）
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
八
年
一
月
二
四
日
総
理
府
令
第
一
号
）

こ
の
府
令
は
、
災
害
対
策
基
本
法
及
び
大
規
模
地
震
対
策
特
別
措
置
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
七
年

法
律
第
百
三
十
二
号
）
の
一
部
の
施
行
の
日
（
平
成
八
年
一
月
二
十
五
日
）
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
一
年
二
月
二
六
日
総
理
府
令
第
七
号
）

こ
の
府
令
は
、
平
成
十
一
年
三
月
二
十
九
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
二
年
八
月
一
四
日
総
理
府
令
第
一
〇
三
号
）

こ
の
府
令
は
、
内
閣
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
十
一
年
法
律
第
八
十
八
号
）
の
施
行
の
日
（
平
成
十

三
年
一
月
六
日
）
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
六
年
七
月
一
四
日
内
閣
府
令
第
六
四
号
）

こ
の
府
令
は
、
平
成
十
六
年
十
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
八
年
三
月
二
三
日
内
閣
府
令
第
一
三
号
）

こ
の
府
令
は
、
平
成
十
八
年
三
月
二
十
七
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
二
四
年
六
月
二
七
日
内
閣
府
令
第
四
二
号
）

こ
の
府
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
二
五
年
四
月
一
日
内
閣
府
令
第
一
六
号
）

こ
の
府
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
二
五
年
六
月
二
一
日
内
閣
府
令
第
三
九
号
）

こ
の
府
令
は
、
災
害
対
策
基
本
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
二
十
五
年
法
律
第
五
十
四
号
）
の
施
行

の
日
（
平
成
二
十
五
年
六
月
二
十
一
日
）
か
ら
施
行
す
る
。
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附
　
則
　
（
平
成
二
五
年
一
〇
月
一
日
内
閣
府
令
第
六
六
号
）

こ
の
府
令
は
、
災
害
対
策
基
本
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
附
則
第
一
条
第
二
号
に
掲
げ
る
規
定
の
施
行
の

日
（
平
成
二
十
六
年
四
月
一
日
）
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
規
定
は
、
当
該
各
号
に
定
め

る
日
か
ら
施
行
す
る
。

一
　
第
一
条
中
災
害
対
策
基
本
法
施
行
規
則
第
八
条
の
二
の
次
に
四
条
を
加
え
る
改
正
規
定
　
災
害
対
策
基
本
法
等

の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
附
則
第
一
条
第
一
号
に
掲
げ
る
規
定
の
施
行
の
日
（
平
成
二
十
五
年
十
月
一
日
）

二
　
第
二
条
の
規
定
　
行
政
手
続
に
お
け
る
特
定
の
個
人
を
識
別
す
る
た
め
の
番
号
の
利
用
等
に
関
す
る
法
律
（
平

成
二
十
五
年
法
律
第
二
十
七
号
）
の
施
行
の
日

附
　
則
　
（
平
成
二
七
年
一
一
月
三
〇
日
内
閣
府
令
第
六
九
号
）

（
施
行
期
日
）

１
　
こ
の
府
令
は
、
行
政
手
続
に
お
け
る
特
定
の
個
人
を
識
別
す
る
た
め
の
番
号
の
利
用
等
に
関
す
る
法
律
（
次
項

に
お
い
て
「
番
号
利
用
法
」
と
い
う
。
）
附
則
第
一
条
第
四
号
に
掲
げ
る
規
定
の
施
行
の
日
（
平
成
二
十
八
年
一

月
一
日
）
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

２
　
行
政
手
続
に
お
け
る
特
定
の
個
人
を
識
別
す
る
た
め
の
番
号
の
利
用
等
に
関
す
る
法
律
の
施
行
に
伴
う
関
係
法

律
の
整
備
等
に
関
す
る
法
律
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
番
号
利
用
法
整
備
法
」
と
い
う
。
）
第
十
九
条
の
規
定

に
よ
る
改
正
前
の
住
民
基
本
台
帳
法
（
昭
和
四
十
二
年
法
律
第
八
十
一
号
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
旧
住
民
基

本
台
帳
法
」
と
い
う
。
）
第
三
十
条
の
四
十
四
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
交
付
さ
れ
た
同
条
第
一
項
に
規
定
す
る
住

民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
は
、
番
号
利
用
法
整
備
法
第
二
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
こ
と
と

さ
れ
た
旧
住
民
基
本
台
帳
法
第
三
十
条
の
四
十
四
第
九
項
の
規
定
に
よ
り
そ
の
効
力
を
失
う
時
ま
で
の
間
は
、
番

号
利
用
法
第
二
条
第
七
項
に
規
定
す
る
個
人
番
号
カ
ー
ド
と
み
な
し
て
、
こ
の
府
令
に
よ
る
改
正
後
の
災
害
対
策

基
本
法
施
行
規
則
の
規
定
を
適
用
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
二
八
年
一
月
二
九
日
内
閣
府
令
第
一
号
）

こ
の
府
令
は
、
平
成
二
十
八
年
一
月
三
十
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
二
九
年
六
月
三
〇
日
内
閣
府
令
第
三
四
号
）

こ
の
府
令
は
、
平
成
二
十
九
年
七
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
令
和
元
年
六
月
二
七
日
内
閣
府
令
第
一
五
号
）

こ
の
府
令
は
、
不
正
競
争
防
止
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
の
日
（
令
和
元
年
七
月
一
日
）
か
ら
施

行
す
る
。

附
　
則
　
（
令
和
三
年
五
月
一
〇
日
内
閣
府
令
第
三
〇
号
）

１
　
こ
の
府
令
は
、
災
害
対
策
基
本
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
の
日
（
令
和
三
年
五
月
二
十
日
）
か
ら

施
行
す
る
。

２
　
こ
の
府
令
の
施
行
の
際
現
に
災
害
対
策
基
本
法
第
四
十
九
条
の
七
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
災
害
対
策
基
本
法
施

行
令
第
二
十
条
の
六
第
一
号
か
ら
第
四
号
ま
で
に
定
め
る
基
準
に
適
合
す
る
指
定
避
難
所
（
同
条
第
一
号
か
ら
第

五
号
ま
で
に
定
め
る
基
準
に
適
合
す
る
も
の
を
除
く
。
）
と
し
て
指
定
さ
れ
て
い
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
改
正
後

の
災
害
対
策
基
本
法
施
行
規
則
第
一
条
の
七
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
指
定
一
般
避
難
所
と
し
て
同
法
第
四
十
九

条
の
七
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
準
用
す
る
同
法
第
四
十
九
条
の
四
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
公
示
を
さ
れ
て
い
る
も

の
と
み
な
す
。

附
　
則
　
（
令
和
五
年
五
月
一
七
日
内
閣
府
令
第
四
七
号
）

（
施
行
期
日
）

１
　
こ
の
府
令
は
、
災
害
対
策
基
本
法
施
行
令
等
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令
（
令
和
五
年
政
令
第
百
八
十
号
）
の
施

行
の
日
（
令
和
五
年
九
月
一
日
）
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

２
　
こ
の
府
令
の
施
行
の
際
現
に
あ
る
こ
の
府
令
に
よ
る
改
正
前
の
様
式
に
よ
り
使
用
さ
れ
て
い
る
書
類
は
、
こ
の

府
令
に
よ
る
改
正
後
の
様
式
に
よ
る
も
の
と
み
な
す
。

別
表
第
一

一
　
人
的
被
害
に
関
す
る
事
項

イ
　
死
者
の
数

ロ
　
行
方
不
明
者
の
数

ハ
　
重
傷
者
の
数

ニ
　
軽
傷
者
の
数

二
　
住
家
の
被
害
に
関
す
る
事
項

イ
　
全
壊
（
全
流
失
・
全
埋
没
・
全
焼
失
を
含
む
。
）
棟
数
並
び
に
こ
れ
に
居
住
し
て
い
た
者
の
人
員
及
び
世

帯
数

ロ
　
半
壊
（
半
流
失
・
半
埋
没
・
半
焼
失
を
含
む
。
）
棟
数
並
び
に
こ
れ
に
居
住
し
て
い
た
者
の
人
員
及
び
世

帯
数

ハ
　
一
部
破
損
棟
数
並
び
に
こ
れ
に
居
住
し
て
い
る
者
の
人
員
及
び
世
帯
数

ニ
　
床
上
浸
水
棟
数
並
び
に
こ
れ
に
居
住
し
て
い
る
者
の
人
員
及
び
世
帯
数

ホ
　
床
下
浸
水
棟
数
並
び
に
こ
れ
に
居
住
し
て
い
る
者
の
人
員
及
び
世
帯
数

三
　
非
住
家
の
被
害
に
関
す
る
事
項

全
壊
又
は
半
壊
（
流
失
・
埋
没
・
焼
失
を
含
む
。
）
棟
数

四
　
田
畑
の
被
害
に
関
す
る
事
項

イ
　
田
の
流
失
又
は
埋
没
面
積
並
び
に
冠
水
面
積

ロ
　
畑
の
流
失
又
は
埋
没
面
積
並
び
に
冠
水
面
積

五
　
そ
の
他
の
被
害
に
関
す
る
事
項

イ
　
道
路
決
壊
箇
所
数

ロ
　
橋

り
よ
う

梁

流
失
箇
所
数

ハ
　
堤
防
決
壊
箇
所
数

ニ
　
鉄
道
不
通
箇
所
数

ホ
　
被
害
船
舶
数

ヘ
　
そ
の
他
の
被
害

六
　
り
災
者
に
関
す
る
事
項

り
災
世
帯
数
及
び
人
員

七
　
被
害
額
に
関
す
る
事
項

指
定
公
共
機
関
の
代
表
者
及
び
指
定
行
政
機
関
の
長
が
報
告
す
べ
き
被
害
以
外
の
物
的
被
害
の
概
算
額

別
表
第
二

一
　
激

じ
ん甚

災
害
に
対
処
す
る
た
め
の
特
別
の
財
政
援
助
等
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
三
十
七
年
法
律
第
百
五
十
号
）

第
三
条
第
一
項
第
一
号
及
び
第
三
号
か
ら
第
十
号
ま
で
の
各
号
中
に
規
定
す
る
施
設
、
第
七
条
各
号
に
掲
げ
る

施
設
並
び
に
第
十
四
条
、
第
十
六
条
第
一
項
及
び
第
十
七
条
第
一
項
中
に
規
定
す
る
施
設
に
か
か
る
被
害
の
概

算
額

二
　
農
林
水
産
業
施
設
災
害
復
旧
事
業
費
国
庫
補
助
の
暫
定
措
置
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
六

十
九
号
）
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
施
設
に
か
か
る
被
害
の
概
算
額

三
　
前
二
号
に
掲
げ
る
も
の
を
除
く
ほ
か
、
法
令
又
は
予
算
に
よ
り
、
そ
の
災
害
復
旧
事
業
費
に
つ
き
国
が
負
担

し
、
若
し
く
は
補
助
す
る
施
設
（
国
有
財
産
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
七
十
三
号
）
第
三
条
第
二
項
に
規
定

す
る
公
用
財
産
、
皇
室
用
財
産
及
び
森
林
経
営
用
財
産
で
あ
る
も
の
を
除
く
。
）
に
係
る
被
害
の
概
算
額

四
　
農
作
物
、
林
産
物
、
畜
産
物
（
家
畜
・
家
き
ん
を
含
む
。
）
、
蚕
繭
及
び
水
産
物
の
被
害
の
概
算
額
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別
記
様
式
第
１
（
第
１
条
の
２
関
係
）

別記様式第1(第1条の2関係) 

         

備考 1 色彩は、文字、縁線及び区分線を青色、斜めの帯及び枠を赤色、地を白色とす

る。 

   2 縁線及び区分線の太さは、1センチメートルとする。 

   3 図示の長さの単位は、センチメートルとする。 

   4 道路の形状又は交通の状況により特別の必要がある場合にあつては、図示の寸

法の2倍まで拡大し、又は図示の寸法の2分の1まで縮小することができる。 

 

別
記
様
式
第
２
（
第
５
条
関
係
）

別記様式第2(第5条関係) 

         

備考 1 色彩は、文字、縁線及び区分線を青色、斜めの帯及び枠を赤色、地を白色とす

る。 

   2 縁線及び区分線の太さは、1センチメートルとする。 

   3 図示の長さの単位は、センチメートルとする。 

   4 道路の形状又は交通の状況により特別の必要がある場合にあつては、図示の寸

法の2倍まで拡大し、又は図示の寸法の2分の1まで縮小することができる。 
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別
記
様
式
第
３
（
第
６
条
関
係
）

 

別
記
様
式
第
４
（
第
６
条
の
２
関
係
）

別記様式第4(第6条の2関係) 

      

備考 1 色彩は、記号を黄色、縁及び「緊急」の文字を赤色、「登録(車両)番号」、

「有効期限」、「年」、「月」及び「日」の文字を黒色、登録(車両)番号並びに

年、月及び日を表示する部分を白色、地を銀色とする。 

   2 記号の部分に、表面の画像が光の反射角度に応じて変化する措置を施すものと

する。 

   3 図示の長さの単位は、センチメートルとする。 
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別
記
様
式
第
５
（
第
６
条
の
２
関
係
）

 

別記様式第5(第6条の2関係) 

  第    号 

年  月  日 

緊 急 通 行 車 両 確 認 証 明 書 

知 事 印 

公安委員会 印 

番号標に表示されて

いる番号 

  

車両の用途(緊急輸

送を行う車両にあっ

ては、輸送人員又は

品名) 

  

活 動 地 域 

 

車 両 の

使 用 者 

住 所 

(  )    局  番   

氏 名 又

は 名 称 

 

有 効 期 限 
 

備 考   

備考 用紙は、日本産業規格A4とする。 

別
記
様
式
第
６
（
第
６
条
の
３
関
係
）
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別
記
様
式
第
７
（
第
６
条
の
４
関
係
）

 

別
記
様
式
第
８
（
第
７
条
関
係
）

 

別記様式第8(第7条関係) 

  従事第    号 

公 用 令 書 

住 所              

氏 名              

  災害対策基本法第71条の規定に基づき、次のとおり 
従事 

協力 
を命ずる。 

処分権者 氏名       印  

  従 事 す べ き 業 務     

従 事 す べ き 場 所   

従 事 す べ き 期 間   

出 頭 す べ き 日 時   

出 頭 す べ き 場 所   

備 考   

  

備考 用紙は、日本産業規格A5とする。 
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別
記
様
式
第
９
（
第
７
条
関
係
）

 

別記様式第9(第7条関係) 

  保管第    号 

公 用 令 書 

住 所              

氏 名              

  災害対策基本法 
第71条 

第78条第1項 
の規定に基づき、次のとおり物資の保管を命ずる。 

      年  月  日 

処分権者 氏名       印  

  保管すべき物資の種類 数 量 保管すべき場所 保管すべき期間 備 考   

          

          

          

          

  

備考 用紙は、日本産業規格A5とする。 

別
記
様
式
第
１
０
（
第
７
条
関
係
）

 

別記様式第10(第7条関係) 

  管理第    号 

公 用 令 書 

住 所              

氏 名              

  災害対策基本法 
第71条 

第78条第1項 
の規定に基づき、次のとおり  を 

管理 

使用 

収用 

する。 

      年  月  日 

処分権者 氏名       印  

  名 称 数 量 所在場所 範囲 期間 引 渡 月 日 引 渡 場 所 備 考   

                

                

                

                

                

  

備考 用紙は、日本産業規格A5とする。 
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別
記
様
式
第
１
１
（
第
７
条
関
係
）

 

別記様式第11(第7条関係) 

  変更第    号 

公 用 変 更 令 書 

住 所              

氏 名              

  災害対策基本法 
第71条 

第78条第1項 
の規定に基づく公用令書(  年  月  日  第  号) 

に係る処分を次のとおり変更したので、災害対策基本法施行令第34条第1項の規定により、これを

交付する。 

      年  月  日 

処分権者 氏名       印  

  変更した処分の内容   

  

  

備考 用紙は、日本産業規格A5とする。 

別
記
様
式
第
１
２
（
第
７
条
関
係
）

 

別記様式第12(第7条関係) 

  取消第    号 

公 用 取 消 令 書 

住 所              

氏 名              

  災害対策基本法 
第71条 

第78条第1項 
の規定に基づく公用令書(  年  月  日  第  号) 

に係る処分を取り消したので、災害対策基本法施行令第34条第1項の規定により、これを交付する。 

      年  月  日 

 

処分権者 氏名       印  

備考 用紙は、日本産業規格A5とする。 
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別
記
様
式
第
１
３
（
第
９
条
関
係
）

 

別記様式第13(第9条関係) 

災害復旧事業費決定報告書 

  災害復旧事業費を次のように決定したので報告する。 

      年  月  日 

主 務 大 臣 名   

  
事業名 

都道府県名 

          合 計   

              

      

                  

合 計             

  

備考 用紙は、日本産業規格A4とする。 

別
記
様
式
第
１
４
（
第
９
条
関
係
）

 

別記様式第14(第9条関係) 

災害復旧事業実施基準決定報告書 

  災害復旧事業の実施に関する基準を次のように定めたので報告する。 

      年  月  日 

主 務 大 臣 名 

1 事 業 名 

2 基準の概要 

3 備 考 

備考 用紙は、日本産業規格A4とする。 
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